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（ 潜 水 業 務 ）

問 １ 圧力に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）密閉した容器の中で静止している流体内の１点の圧力

を増すと、流体内のすべての点の圧力は同じだけ増す。

（２）１８℃において、ゲージ圧力０.２ＭPaの空気の密

度は、大気圧における空気の密度の２倍になる。

（３）静止している流体中の任意の一点では、あらゆる

方向の圧力がつり合っている。

（４）潜水中に深度２０ｍの海水中で受ける圧力は、大

気圧と海水圧の和であり、絶対圧力は約０.３ＭPa

となる。

（５）潜水者の受ける圧力は、同一水深では海水中が淡

水中よりわずかに大きい。

問 ２ 水で満たされた直径１㎝、２㎝、３㎝の径の異なる

３つの円筒のシリンダが連絡している下図の装置で、

ピストンＡに２Ｎの力を加えたとき、ピストンＢ及び

Ｃに作用する力の組合せとして、次のうち正しいもの

はどれか。

２Ｎ
ピストンＢ ピストンＡ ピストンＣ

直径2㎝ 直径1㎝ 直径3㎝

Ｂ Ｃ

（１） ２Ｎ ３Ｎ

（２） ４Ｎ ６Ｎ

（３） ８Ｎ １２Ｎ

（４） ８Ｎ １８Ｎ

（５）１６Ｎ ３６Ｎ

問 ３ 光や音の伝播に関し、次のうち誤っているものはど
ぱ

れか。

（１）音は、水中において空気中の音速より速い速度で

伝わり、また、長い距離を伝達することができるの

で、両耳効果により音源の方向探知がやり易くなる。

（２）酸素とヘリウムの混合ガス中では、音声が歪むた

め聞こえにくくなる特性がある。

（３）水中では青い色が最も吸収されにくいので、物は

青いフィルターを通したように見える。

（４）光は、空気と水の境界において一定の入射角以内

では屈折するので、水中にあるものが実際より大き

く見える。

（５）濁った水中でよく見える色は、蛍光性のオレンジ、

次いで白、黄の順である。

問 ４ 潜水の種類及び呼吸用ガスに関し、次のうち誤って

いるものはどれか。

（１）硬式潜水は、潜水者が潜水球などのような硬い殻に

入って、大気圧の状態で作業を行う潜水のことである。

（２）軟式潜水は、送気式と自給気式に分類されるが、

送気式潜水で、ボンベを携行することもある。

（３）フーカー式潜水は、ヘルメット式潜水と比較して

呼吸ガスの消費量は少ない。

（４）潜水に用いる呼吸用のガスには、空気のほか、

「ヘリウム－酸素混合ガス」などがある。

（５）潜水においてヘリウムと酸素の混合ガスを用いる

主な目的は、潜水者の体温の低下を防止するためで

ある。

問 ５ 溺れの原因に関し、次のうち最も関係の薄いものは
お ぼ

どれか。

（１）ヘルメット式潜水において面ガラスの破損によっ

て浸水すること。

（２）ヘルメット式潜水においてヘルメットと肩金との

不十分な接続によって浸水すること。

（３）送気式潜水において作業船のスクリューによる送

気ホースの巻き込みによって送気が中断すること。

（４）スクーバ式潜水において窒素酔いによりパニック

状態に陥り、マウスピースを外すこと。

（５）送気式潜水において空気圧縮機の吐出圧が高過ぎ

ること。

問 ６ 特殊な環境下における潜水に関し、次のうち誤って

いるものはどれか。

（１）冷たい海水中での潜水では、海水の熱伝導率が高

いため体温が低下し、人体の運動機能が低下する。

（２）高所域での潜水では、通常の潜水と同様の減圧方

法を採用すると減圧不足となるので、減圧症を発症

するおそれが大きい。

（３）淡水での潜水では、海水での潜水よりもひと回り

重いウエイトを使用する。

（４）暗渠内潜水は、危険な潜水であるので、潜水者は
き ょ

豊富な潜水経験と高度な潜水技術、精神的な強さが

必要である。

（５）無視界環境下における潜水は、一般にスクーバ式

潜水よりフーカー式潜水などの送気式潜水で行い、

かつ、水中電話を装備した単独潜水とする方が安全

性が高い。



問 ７ 吹き上げに関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）ヘルメット式潜水で吹き上げを防止するためには、

潜水技術に習熟する必要があり、特に排気弁調節技

術を完全に習得する必要がある。

（２）ヘルメット式潜水の吹き上げの防止法の一つに、

排気弁が十分に操作できないときには潜水服の袖口

を広げ空気を抜く方法がある。

（３）フーカー式潜水は、デマンド式レギュレーターを

用いることから、ヘルメット式潜水に比べて吹き上

げの危険性は少ない。

（４）ドライスーツを使用するスクーバ式潜水では、吹

き上げの危険性はない。

（５）ヘルメット式潜水で吹き上げにより逆立ち状態に

なると、ヘルメット内浸水による窒息や潜水服の破

裂を起こすことがある。

問 ８ 強潮流下での潜水作業に関し、次のうち誤っている

ものはどれか。

（１）スクーバ式潜水で潜水作業を行うことができる潮

流の速さは、概ね１.５ノット以下である。

（２）強潮流下におけるスクーバ式潜水とヘルメット式

潜水を比較した場合、ヘルメット式潜水の方が抵抗

が大きいので作業が困難である。

（３）潜降索をつかみながら行う強潮流下での作業では、

体の動きを拘束しないように、フック付きの安全索

などで潜降索に接続しないようにする。

（４）強潮流下で作業を行うときには、超音波流速計な

どを用いて水面、水中及び海底の潮流速度を計測す

る必要がある。

（５）非常時に備え、潮下に潜水作業者の回収船を用意

し、潜水作業者が流された場合に回収船に収容でき

るようにする。
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問 ９ 潜水装備に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）フーカー式潜水で使用するウエットスーツは、ス

ーツ内部に水が全く入らない密封構造となっている。

（２）フーカー式潜水で使用するドライスーツは、ブー

ツと一体となっており、潜水靴を必要としない。

（３）ヘルメット式潜水器は、水中での呼吸が楽に行える

こと、船上との通信が良好なことなどの特徴がある。

（４）マスク式潜水器は、潜水者の顔面に装着したマス

クに空気が送気される潜水器で、ヘルメット式の簡

易型として開発されたものである。

（５）開放呼吸型スクーバ式潜水器は、潜水作業者の排

気が直接海中に放出されるもので、現在最も一般的

に使用されている。

問１０ 水中拘束に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）スクーバ式潜水で水中拘束事故を起こすと、ボン

ベの空気切れにより窒息事故につながる。

（２）スクーバ式潜水では、作業に使用したロープなど

が潜水器に絡みつき、潜水作業者が拘束されるとい

う事故がみられる。

（３）沈没船での作業においては、潜水器具が障害物に

引っ掛かり身動きできなくなる事故の例もある。

（４）水中に拘束され、水中の滞在時間が予定より長び

いた場合には、予定した作業時間に対応した減圧時

間をとって浮上する。

（５）スクーバ式潜水で、水中に拘束され、装備を放棄

して浮上する場合には、肺の破裂を起こさないよう

に息を少しずつ吐きながら浮上する。



（送気、潜降及び浮上）

問１１ 水深１０ｍ以上での浮上の方法に関し、次のうち誤

っているものはどれか。

（１）浮上には、第１減圧点まで浮上し、その水深で定

められた時間停止した後、次に第２減圧点まで浮上

し、その水深で定められた時間停止するという動作

を繰り返す段階式と呼ばれる方法が使われる。

（２）各段階間の浮上する速度は毎分１０ｍ以内である

が、水深約３ｍ程度からは、肺の破裂などの障害を

防ぐため、浮上速度をやや遅めにした方がよい。

（３）潜水深度と潜水時間から、途中の浮上停止を必要

としない潜水であっても、水深６ｍ又は３ｍの位置

で停止することが減圧症を防止するうえで効果的で

ある。

（４）寒冷時など悪条件下での潜水における浮上スケ

ジュールを決めるときは、法令に規定する潜水業務

用時間表に適合するものより１ランク上の厳しい条

件の欄を採用した方がよい。

（５）スクーバ式潜水において、透明度の悪い水中で浮

上する場合は、両腕を伸ばして体側につけ、足を静

かに上下にあおるように浮上する。

問１２ フーカー式潜水に関し、次のうち誤っているものは

どれか。

（１）フーカー式潜水は、送気式による潜水であるので

潜水時間の制約を受けることがない。

（２）送気ホースは、強靱で柔軟なゴム製のものが使用
じ ん

される。

（３）予備ボンベを携行する場合は、通常４ℓ 程度の小

型のものが用いられ、ハーネスを用いて潜水作業者

の背中に固定する。

（４）浮力を調整し安定した状態で作業を行うためのウ

エイトは、ベルトで体に取り付けるが、緊急時には、

すぐ取り外しができるものを選定する。

（５）マスクには逆止弁が取り付けられており、送気さ

れた圧縮空気の逆流を防ぐ役割を担っている。

潜水Ａ
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問１３ 潜水業務に用いる空気槽に関し、次のうち誤ってい

るものはどれか。

（１）空気圧縮機から送られる圧縮空気は、脈流である

ので一度空気槽に貯め、流れを整えてから潜水者に

送気される。

（２）空気槽は、コンプレッサーから送られる空気に含

まれる水分や油分を分離し、二酸化炭素の濃度を調

節する機能をもつ。

（３）空気清浄装置は、清浄材としてフェルトや活性炭

を使用し、空気槽に組み込まれているのが一般的で

ある。

（４）空気槽のうち予備空気槽は、調節用空気槽と一体

に組み込まれているのが一般的である。

（５）作業終了後は、空気槽に残った圧縮空気をドレー

ンから排出させる。

問１４ ヘルメット式潜水器に関し、次のうち誤っているも

のはどれか。

（１）ヘルメットには、排気弁が設けられており、この

弁を潜水作業者が頭で押してヘルメット内の空気圧

を調節することができる。

（２）ヘルメットの側面窓には、窓ガラスを保護するた

め、金属製格子等が取り付けられているものがある。

（３）ヘルメットの送気ホース取付口には、逆止弁が組

み込まれて、送気された圧縮空気の逆流を防ぐ。

（４）潜水服は、潜水作業者の体温保持と浮力調節のた

め内部に相当量の空気を蓄えることができる。

（５）腰バルブには、潜水服内の空気の逆流を防ぐ機能

はないが、送気される空気の量を作業内容に応じて

調節することができる。

問１５ スクーバ式潜水における注意事項等に関し、次のう

ち誤っているものはどれか。

（１）船から海に入る場合、足を下にして飛び込むとボ

ンベで後頭部を打つ恐れがある。

（２）潜降に当たっては、まず、口にくわえたレギュレ

ーターのマウスピースに空気を吹き込み、セカンド

ステージの低圧室とマウスピース内の水を押し出し

てから呼吸を開始する。

（３）潜降時、耳に圧迫感を感じたときは、２～３秒そ

の水深に止まって耳抜きをする。

（４）潜水中に耳栓を使用すると、水圧によって耳栓が、

外耳深く押し込まれて思わぬ怪我をすることがある。

（５）浮上する速度がわからないときは、自分の排気し

た気泡をみながら、それよりやや早めの速度で浮上

する。



問１６ 潜水業務に用いるコンプレッサーに関し、次のうち

誤っているものはどれか。

（１）コンプレッサーには、固定式と移動式があるが、

固定式は潜水作業船に設置される場合が多い。

（２）コンプレッサーは、原動機で駆動され、ピストン

を往復させてシリンダー内の空気を圧縮する構造と

なっている。

（３）コンプレッサーの冷却方式には、水冷式と空冷式

があり、移動式のコンプレッサーでは水冷式が多く

採用されている。

（４）最近の潜水作業船は、大出力化した主機を備える

ようになっているので、コンプレッサー専用の原動

機を設置して駆動するものが多い。

（５）移動式コンプレッサーは、コンプレッサー、空気

槽、原動機を組み合わせて一体型にし、重量も１００

㎏程度と小型軽量にまとめられている。

問１７ スクーバ式潜水に用いるボンベ及び圧力調整器に関

し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）圧力調整器は、ボンベと連結するためのヨークと

その締め付け用のヨークスクリュー、ファーストス

テージ、中圧ホース、セカンドステージから構成さ

れている。

（２）ボンベに圧力調整器を取り付けるときは、ファー

ストステージのヨークをボンベのバルブにはめ込み、

ヨークスクリューでヨークをバルブに固定する。

（３）圧力調整器のファーストステージには、高圧空気

取出し口（ＨＰ）及び中圧まで減圧した空気の取出

し口（ＬＰ）が設けられている。

（４）ボンベに取り付けるバルブには、開閉だけの機能

のＪバルブと、開閉機能とリザーブバルブ機構を有

するＫバルブがある。

（５）ボンベは、使用後全く空にしないで、水の浸入を

防ぐため０.５～１ＭPaの空気を残しておくようにする。
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問１８ 水深１０ｍ以上の場所で、一定時間を超えて潜水業

務を行う場合における緊急時の浮上と事後処置に関し、

次のうち誤っているものはどれか。

（１）空気圧縮機の故障により送気が止まった場合など

の緊急事態が生じた場合には、緊急浮上により危機

回避を行う。

（２）特に緊急を要し、途中で浮上停止を行う余裕がな

い場合には、安全な範囲内で可能な限りゆっくり浮

上する。

（３）浮上後に減圧症状が現われたとき、医師による再

圧治療を行う。

（４）再圧室による加圧は、緊急浮上後、３分以内に開

始することが望ましい。

（５）潜水者が再圧室に入ったら、直ちに第一回目の浮上

停止の水深に相当する圧力まで加圧し、その後潜水

業務用時間表に従って減圧を行う。

問１９ １日２回の潜水業務について、１回目２０ｍ、２回

目３２ｍの深度で行うこととし、１回目の潜水時間を

７０分とした場合、２回目の潜水時間の限度は次のう

ちどれか。（本問及び問２０は、別表Ａ及びＢを用い

て算出すること。）

（１） ８６分

（２） ９８分

（３）１００分

（４）１１０分

（５）１２５分

問２０ 前問に関して、２回目の潜水時間を６０分とした場合

の浮上停止の位置と最小の停止時間は次のうちどれか。

（１）水深６ｍで１８分、水深３ｍで３４分

（２）水深６ｍで２７分、水深３ｍで２２分

（３）水深９ｍで７分、水深６ｍで２７分、水深３ｍで３３分

（４）水深９ｍで１７分、水深６ｍで２７分、水深３ｍで４８分

（５）水深６ｍで１５分、水深３ｍで２７分

（午前終り）



別表Ａ
業 務

浮 上（分） 体 内 業務間 一日に
終了後

潜水 ガス圧 ついて
ガス圧

深度 潜 水 時 間 ガス圧 減 少 の潜水
減 少

(ｍ) 24ｍ 21ｍ 18ｍ 15ｍ 12ｍ ９ｍ ６ｍ ３ｍ 時 間 時 間
時 間

係 数 (分) (分)
(分)

10分以下 1.1 30 30
10分を超え 30分以下 1.2 30 30

10を 30分を超え 60分以下 1.4 30 30
超え 60分を超え 90分以下 1.5 30 30

480

12以 90分を超え 120分以下 1.6 30 30

下 120分を超え 180分以下 3 1.8 60 30

180分を超え 240分以下 5 1.9 60 30
240分を超え 360分以下 7 2.1 150 60

10分以下 1.1 30 30

10分を超え 30分以下 1.3 30 30
30分を超え 60分以下 1.5 30 30

12を 60分を超え 90分以下 1.6 30 30
超え 90分を超え 120分以下 4 1.7 60 30

420
14以 120分を超え 150分以下 6 1.8 60 30
下 150分を超え 180分以下 7 1.9 60 30

180分を超え 210分以下 9 2.0 60 30
210分を超え 240分以下 10 2.0 150 60

240分を超え 300分以下 12 2.1 150 60

10分以下 1.1 30 30
10分を超え 30分以下 1.3 30 30
30分を超え 50分以下 1.4 30 30

14を 50分を超え 70分以下 1.6 30 30
超え 70分を超え 90分以下 3 1.7 60 30

360
16以 90分を超え 120分以下 6 1.8 60 30

下 120分を超え 150分以下 9 1.9 60 30
150分を超え 180分以下 12 2.0 60 30

180分を超え 210分以下 13 2.1 150 60
210分を超え 270分以下 17 2.2 150 60

10分以下 1.1 30 30
10分を超え 25分以下 1.3 30 30

25分を超え 40分以下 1.4 30 30
16を 40分を超え 55分以下 1.5 30 30

超え 55分を超え 75分以下 2 1.7 60 30
300

18以 75分を超え 105分以下 11 1.8 60 30
下 105分を超え 135分以下 16 1.9 60 30

135分を超え 150分以下 4 16 2.0 60 30

150分を超え 180分以下 7 16 2.1 150 60
180分を超え 240分以下 9 21 2.2 150 60

10分以下 1.2 30 30

10分を超え 25分以下 1.3 30 30
25分を超え 35分以下 1.4 30 30

18を 35分を超え 50分以下 1.5 30 30

超え 50分を超え 65分以下 9 1.6 30 30
270

20以 65分を超え 95分以下 16 1.8 60 30
下 95分を超え 115分以下 7 16 1.9 60 30

115分を超え 135分以下 10 16 2.0 60 30
135分を超え 165分以下 15 27 2.1 150 60

165分を超え 225分以下 18 34 2.2 150 60

15分以下 1.2 30 30
15分を超え 30分以下 1.4 30 30
30分を超え 42分以下 1.5 30 30

20を 42分を超え 60分以下 7 1.7 60 30
超え 60分を超え 75分以下 16 1.8 60 30

240
22以 75分を超え 85分以下 5 16 1.8 60 30

下 85分を超え 100分以下 12 16 1.9 60 30
100分を超え 120分以下 17 22 2.0 60 30

120分を超え 150分以下 21 29 2.1 150 60
150分を超え 210分以下 25 39 2.2 150 60

10分以下 1.2 30 30
10分を超え 25分以下 1.4 30 30
25分を超え 37分以下 1.5 30 30

22を 37分を超え 50分以下 6 1.6 30 30
超え 50分を超え 58分以下 14 1.7 60 30

216
24以 58分を超え 75分以下 16 14 1.8 60 30

下 75分を超え 90分以下 18 16 1.9 60 30
90分を超え 108分以下 21 22 2.0 90 30

108分を超え 145分以下 27 32 2.1 150 60
145分を超え 180分以下 29 41 2.2 150 60

10分以下 1.2 30 30
10分を超え 20分以下 1.3 30 30
20分を超え 32分以下 1.5 30 30

24を
32分を超え 45分以下 7 1.6 30 30

超え
45分を超え 55分以下 16 1.7 60 30

200
55分を超え 65分以下 8 16 1.8 60 30

26以
65分を超え 80分以下 18 16 1.9 60 30

下
80分を超え 100分以下 26 22 2.0 90 30
100分を超え 110分以下 27 25 2.0 150 60

110分を超え 160分以下 29 41 2.2 150 60

10分以下 1.2 30 30

10分を超え 20分以下 1.4 30 30
20分を超え 28分以下 1.5 30 30

26を 28分を超え 40分以下 6 1.6 30 30
超え 40分を超え 44分以下 11 1.6 30 30

44分を超え 49分以下 16 1.7 60 30 180

28以 49分を超え 60分以下 11 16 1.8 60 30
下 60分を超え 70分以下 18 22 1.9 60 30

70分を超え 90分以下 27 22 2.0 90 30
90分を超え 110分以下 8 27 29 2.1 150 60

110分を超え 140分以下 13 29 41 2.2 150 60

10分以下 1.2 30 30

10分を超え 20分以下 1.4 30 30
20分を超え 25分以下 1.5 30 30

25分を超え 35分以下 4 1.6 30 30
28を

35分を超え 39分以下 10 1.6 30 30
超え

39分を超え 44分以下 16 1.7 60 30
170

44分を超え 50分以下 8 16 1.8 60 30
30以

50分を超え 60分以下 16 16 1.8 60 30
下

60分を超え 78分以下 27 22 1.9 60 30
78分を超え 85分以下 5 27 22 2.0 90 30
85分を超え 105分以下 12 27 32 2.1 150 60

105分を超え 130分以下 17 29 48 2.2 150 60

10分以下 1.2 30 30

10分を超え 22分以下 1.4 30 30
22分を超え 30分以下 8 1.5 30 30

30を 30分を超え 35分以下 14 1.6 30 30
超え 35分を超え 40分以下 22 1.6 30 30

40分を超え 46分以下 9 22 1.7 60 45 158
32以 46分を超え 53分以下 16 22 1.8 60 45

下 53分を超え 68分以下 27 22 2.0 90 45
68分を超え 79分以下 7 27 33 2.0 90 45
79分を超え 100分以下 17 27 48 2.1 150 60

100分を超え 120分以下 21 27 55 2.1 150 60
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(18をこえ20以下)

(16をこえ18以下)

(14をこえ16以下)

(12をこえ14以下)

(10をこえ12以下)



潜 水 士 試 験 Ｂ

受験番号 潜水Ｂ

１／４

（ 高 気 圧 障 害 ）

問 １ 潜水と呼吸に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）潜水作業者が呼吸する空気の密度は、地上におけ

る密度よりも大きいため、高い密度の空気を吸入す

ることなどによる影響を考慮しなければならない。

（２）潜水深度が増すにつれ、気道抵抗は増加するので、

肺の換気能力も、労作能力も低下する。

（３）息をこらえて素潜りを行っていると、やがて苦し

くなり、遂に止めていられなくなる限界点をブレー

キング・ポイントという。

（４）素潜りの直前に水面での深呼吸による過剰換気の

度が過ぎると、二酸化炭素分圧が極端に低下してハ

イポキシアになり、めまい、けいれん等を起こす危

険がある。

（５）素潜りの水中での息こらえ時間が長引くと、酸素

欠乏とともに二酸化炭素蓄積状態となり、ブラック

アウトと呼ばれる意識喪失を起こすおそれがある。

問 ２ 人体の循環器系に関し、次のうち誤っているものは

どれか。

（１）循環器系は、心臓、動脈系、静脈系、毛細管系の

血液循環系とリンパ管系からなる。

（２）心臓の各心房と心室及び各心室と動脈側との間に

はそれぞれ弁があり、血液の逆流を防いでいる。

（３）心臓の左右の心房の間に心房中隔があり、完全に

隔てられているが、人によっては卵円孔開存など両

者間が通じている場合がある。

（４）心臓に卵円孔開存があれば、減圧時に生じた静脈

性の気泡が孔を通じて動脈側に流れ、重い減圧症を

引き起こすおそれがある。

（５）心臓は自律神経の支配を受けており、副交感神経

は心臓の働きを促進し、交感神経は心臓の働きを抑

制する。

問 ３ 二酸化炭素中毒に関し、次のうち誤っているものは

どれか。

（１）吸気中の二酸化炭素の分圧が上昇すると、呼吸が

深くなって呼吸回数が増える。

（２）中毒症状として、異常な発汗、顔面の蒼白がある。
そう

（３）二酸化炭素中毒の予防法として、デマンド・レギュ

レーター方式の潜水では、ゆっくり深く呼吸する。

（４）体内での二酸化炭素が蓄積すると、窒素酔いにか

かりやすくなる。

（５）水深３０ｍ以上では、肺の換気が十分行えないの

で二酸化炭素が体内に溜りやすくなる。
た ま

問 ４ 窒素酔いに関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）窒素酔いでは、初めに頭痛、めまい、吐き気など

の症状が現れる。

（２）深い潜水では、呼吸用のガスに、ヘリウムと酸素

などの混合ガスを使用する。

（３）個人差はあるが、水深が３０ｍから４０ｍ以上に

なると窒素酔いに罹りやすくなる。
か か

（４）スクーバ式潜水では、窒素酔い予防のため水深

が４０ｍを超えないようにする。

（５）窒素酔いを起こしたときは、直ちに浮上すると症

状は通常短時間内に消失する。

問 ５ 締め付け障害（スクイーズ）に関し、次のうち誤っ

ているものはどれか。

（１）スクイーズは、装着したヘルメットやマスクなど

の潜水器具と潜水者の体の空間の圧力が、外側の水

圧より低くなったときに起こる。

（２）ヘルメット式潜水でスクイーズを起こすと、頭部

の血液が押し出されるので、顔面が蒼白になる。
そう

（３）鼻の炎症で前頭洞などと鼻腔を結ぶ管が塞がった

状態で潜水すると締め付け障害を起こす。

（４）スクーバ式潜水では、急速に潜降したときにスク

イーズが起こることがある。

（５）ヘルメット式潜水でスクイーズを起こした場合に

は、ひどくなると眼球が突出したりする。



問 ６ 酸素中毒に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）酸素中毒を予防するためには、呼吸用混合ガスの

酸素分圧が最大潜水深度で概ね１.５気圧を超えない

ようにする。

（２）酸素中毒は、暑いときや寒いときなど環境条件が

よくないときに起こりやすい。

（３）酸素中毒の発生には、吸気の酸素分圧と吸入時間

が関係するが、人によって大きな差があり、同一人

でも日によってかなり違う。

（４）酸素中毒には、中枢神経型と肺型がある。

（５）高い圧力下で純酸素の吸入を続けると、肺型の酸

素中毒になり、短時間のうちにけいれんを起こすこ

とがある。

問 ７ 減圧症に関し、次のうち誤っているものはどれか。

（１）呼吸循環器型減圧症（チョークス）では、咽喉が
いん こう

乾き、呼吸が早くなるとともに、深く息を吸い込む

ことができなくなり、しばしば咳き込むようになる。
せ

（２）チョークスは、進行すると脈拍が速くなり、血圧

が急激に低下するなどのショック状態へと進むこと

がある。

（３）ヘルメット式潜水における減圧症は、作業を終了

し、浮上した後約６時間以上が経過してから発生す

るのが大部分である。

（４）皮膚型減圧症では、丘疹と呼ばれる小さな突起が
き ゅう しん

できたりするが、この症状は重い症状の前触れにな

ることもある。

（５）ベンズは、潜水作業において最も力を使い、よく

動かした部位である肩や肘の関節に多く現れる。
ひ じ

問 ８ 減圧症に罹患する因子に関し、次のうち誤っている
り

ものはどれか。

（１）水深が１０ｍ以上であって、深く潜るほど罹るリ
かか

スクは大きくなる。

（２）急速な浮上又は潜水深度や時間からみて不適切な

浮上は、減圧症を起こしやすい。

（３）高齢者ほど、またやせている人ほど罹りやすくなる。

（４）一日の潜水回数が多いほど、また休日をとらず連

日潜水を重ねると罹りやすくなる。

（５）寒冷下の潜水は、減圧症を起こしやすい。

潜水Ｂ

２／４

問 ９ 潜水作業者の健康管理に関し、次のうち誤っている

ものはどれか。

（１）貧血症に罹っている者は、潜水業務で健康が悪化
か か

する場合があるので、潜水業務には従事させてはな

らない。

（２）リウマチスにかかっている者は、潜水業務に従事

させてはならない。

（３）特殊健康診断での関節部のエックス線直接撮影に

よる検査は、圧不良性骨壊死（無菌性骨壊死）の
え

チェックのために行うものである。

（４）減圧症の再圧治療が終了した後、しばらくは体内

にはまだ余分な窒素が残っているが、自然と消滅す

るのですぐに再潜水しても減圧症は再発しない。

（５）重い減圧症にかかったことのある者や呼吸器、循

環器の弱い者は、潜水業務に従事しないほうがよい。

問１０ 心肺蘇生法に関し、次のうち誤っているものはどれか。
そ

（１）被災者に意識があるかないかによって、心肺蘇生

法が必要か否かを判断する。

（２）呼吸が停止しているときは、まず気道を確保する。

（３）気道が閉塞した状態で呼気を吹き込むと、吹き込

んだ空気が胃に流入するおそれがある。

（４）舌根が完全に気道を閉塞したときは、胸は動いて

いても呼吸音は聞こえない。

（５）息が肺に吹き込まれるのを確認するために、息を

吹き込むたびに、腹部が盛り上がるかを観察する。



（ 関 係 法 令 ）

問１１ 空気圧縮機によって送気を行い、潜水作業者に圧力

調整器を使用させて潜水業務を行わせる場合、潜水作

業者ごとに備える予備空気槽の内容積Ｖ（ℓ ）を計算

する式は、法令上、次のうちどれか。

ただし、Ｄは最高の潜水深度（ｍ）、Ｐは予備空気

槽内の圧力（ＭPa）でありゲージ圧力を示す。

６０(０.０３Ｄ＋０.４)
（１）Ｖ＝

Ｐ

６０(０.０３Ｐ＋０.４)
（２）Ｖ＝

Ｄ

４０(０.０３Ｄ＋０.４)
（３）Ｖ＝

Ｐ

４０(０.０３Ｐ＋０.４)
（４）Ｖ＝

Ｄ

８０(０.０３Ｄ＋０.４)
（５）Ｖ＝

Ｐ

問１２ 空気圧縮機により送気するときの設備等に関し、法

令上、誤っているものは次のうちどれか。

（１）空気槽及び予備空気槽は、原則として送気を受け

る潜水作業者ごとに設けなければならない。

（２）法令に定める基準に適合する予備ボンベを潜水作

業者が携行するときは、予備空気槽を設けなくても

よい。

（３）潜水作業者に圧力調整器を使用させる場合には、

流量計も必ず設けなければならない。

（４）フーカー式潜水を行う場合は、空気圧縮機に送気

する空気を清浄にするための装置のほか、送気圧を

計るための圧力計を設けなければならない。

（５）空気圧縮機により送気して行う潜水業務に用いる

空気圧縮機は、１週間に１回以上点検しなければな

らない。

潜水Ｂ

３／４

問１３ スクーバ式潜水業務に関し、法令上、誤っているも

のは次のうちどれか。

（１）潜降直前に、潜水作業者に対し、その潜水業務に

使用するボンベの現に有する給気能力を知らせる。

（２）潜水作業者に異常がないかどうかを監視するため

の者を置く。

（３）潜水作業者がゲージ圧力１ＭPa以上の気体を充て

んしたボンベから給気を受けるときは、二段以上の

減圧方式による圧力調整器を使用させる。

（４）潜水作業者が必ず携行及び着用しなければならな

い物は、水中時計、水深計及び鋭利な刃物のみである。

（５）潜水業務を行うときは、潜水前に潜水器及び二段

以上の減圧方式による圧力調整器を点検する。

問１４ 再圧室を操作する業務に従事する労働者に対し行う

特別の教育において教育すべき事項に関し、法令上、

規定されていない事項は次のうちどれか。

（１）潜水業務に関する知識に関すること

（２）高気圧障害の知識に関すること

（３）救急再圧法に関すること

（４）救急そ生法に関すること

（５）関係法令

問１５ ヘルメット式潜水による潜水業務を行うとき、法令

上、潜水前に点検を義務づけられていないものは次の

うちどれか。

（１）水 深 計

（２）さがり綱（潜降索）

（３）信 号 索

（４）送 気 管

（５）潜 水 器

問１６ 再圧室については、設置時及びその後１月をこえな

い期間ごとに点検しなければならないが、法令上、点

検が義務づけられていないものは次のうちどれか。

（１）送気設備及び排気設備の作動の状況

（２）通話装置及び警報装置の作動の状況

（３）空気清浄装置の異常の有無

（４）電路の漏電の有無

（５）電気機械器具及び配線の損傷その他異常の有無



問１７ 連絡員に関し、法令に規定されていないものは次の

うちどれか。

（１）送気式の潜水では、潜水作業者２人以下ごとに１

人の連絡員を配置しなければならない。

（２）連絡員は、潜水作業者と連絡をとり、その者の潜

降や浮上を適正に行わせる。

（３）連絡員は、潜水作業者への送気の調節を行うため

のバルブ又はコックを操作する業務についての特別

の教育を受けた者から選ばなければならない。

（４）連絡員は、送気設備の故障その他事故により潜水

作業者に危険又は健康障害の生ずるおそれがあると

きは、すみやかに潜水作業者に連絡する。

（５）ヘルメット式潜水器を用いて行う潜水業務にあっ

ては、潜降直前に潜水作業者のヘルメットが、かぶ

と台に結合されているかどうかを確認する。

問１８ 潜水業務に常時従事する労働者に対して実施する特

別の項目による健康診断の項目に関し、法令上、義務

付けられていないものは次のうちどれか。

（１）四肢の運動機能の検査
し

（２）尿中の糖、蛋白の有無の検査
たん

（３）血圧の測定

（４）聴力の検査

（５）視力の検査

潜水Ｂ

４／４

問１９ 潜水業務に係る健康診断に関し、法令上、誤ってい

るものは次のうちどれか。

（１）健康診断の結果、異常の所見があると診断された

労働者に係る医師からの意見の聴取は、健康診断実

施日から６月以内に行わなければならない。

（２）健康診断は、雇入れの際、当該業務へ配置替えの

際及び潜水業務についた後６月以内ごとに１回、定

期に行わなければならない。

（３）空気圧縮機によって送気を受ける潜水器を用い、

水深１０ｍ未満の場所で常時潜水作業を行う労働者

についても、健康診断を行わなければならない。

（４）潜水業務に係る定期健康診断を行ったときは、遅

滞なく所轄の労働基準監督署長に高気圧業務健康診

断結果報告書を提出しなければならない。

（５）潜水業務に係る健康診断個人票は５年間保存しな

ければならない。

問２０ 再圧室に関し、法令上、誤っているものは次のうち

どれか。

（１）水深１０ｍ以上の場所で潜水業務を行うときは、

再圧室を設置し、又は利用できるような措置を講じる。

（２）再圧室を使用するときは、再圧室の操作を行う者

に、加圧及び減圧の状態その他異常の有無について

常時監視させる。

（３）出入に必要な場合を除き、主室と副室の間の扉を

閉じ、かつ、それぞれの内部の圧力を等しく保つ。

（４）再圧室の使用状況について、１月以内ごと１回、

使用した日時及び加圧減圧の状況を記録する。

（５）必要のある者以外の者が再圧室を設置した場所及

び再圧室を操作する場所への立入りを禁止し、その

旨を見やすい箇所に表示する。

（終 り）


